
【学校教育目標】できること いっぱい みつけよう――自立する柏っ子 発行者 校長 橋本雄一郎 

 

 

 

 

 

続く新型コロナウイルス感染症対策 

ポストコロナの学校像を描いて・・・ 
目的は子どもの発達保障と社会参加、町の将来を担う人材育成 

子どもが伸びる！持続可能な学校体制への転換を目指して 

                                                     

                                         校長 橋本雄一郎 

 さる４月６日、４２人の新１年生を迎え、令和４年度の学校教育活動がスタ

ートしました。新型コロナウイルス感染症対策のため、入場者を制限し、時間

を短縮しての入学式となりましたが、マスク越しに輝く１年生の瞳を見て、６

年間の学びを預かる責任の重さを改めて感じました。今年度も感染症対策と教

育活動のバランスをとりながらの学校運営になりますが、皆様のご理解とご支

援をよろしくお願い申し上げます。 

教育の目的は、平たく言えば、子どもに社会で通用する力を付けさせ、人と

結び合って働き、食べていけるようにすることです。そして、よりよい社会を

築き、幸せに生きていけるようにすることです。学校は、そのための勉強や練

習をする場所です。この目的達成に近づくことであれば、やり方はいろいろあ

ってよいはずです。 

 これから子どもたちが出て行く社会は、少子高齢化・人口減少、先端技術の

高度化など、私たち大人がこれまで経験したことのない社会です。そこへコロ

ナが加わりました。社会が変わり、必要とされる力が変わり、学校に求められ

ることも変わりました。本校でも、今いる子どもたち、そしてこれから先、入

学してくる子どもたちの成長に責任がもてるよう、児童数・職員数が減っても、

持続可能な学校体制への転換を目指してまいります。 
 
何が違うの？何をしているの？ 

意外に知らない、道教委・町教委・学校の関係 
 私が先月まで勤めていたのが、北海道教育委員会の事務を担当する北海道教育庁の出先機関、日高教育局です。

オホーツク管内には同じく北海道教育庁のオホーツク教育局があります。一方、美幌町にも美幌町教育委員会が

あります。これらは何が違い、学校とはどのような関係か、意外に知らない方が多いようです。 

 簡単に言うと、管理しているものが違います。道教委（教育局）は「任命権者」と呼ばれ、人事や給与・制度

など「人」に関することを、町教委は「設置者」と呼ばれ、校舎や学校図書館、タブレット端末等、施設・設備・

備品など「物」に関することを、学校は、与えられた「人」と「物」を使い、カリキュラムを編成し、何を、い

つ、どのように、何時間教えるか決めますので、主に「時間」を管理していると言えます。道教委・町教委・学

校――この三者の関係は、上下関係ではなく、分担・協力する関係にあり、その目的は子どもを伸ばし、よりよ

い社会を築くことで共通しています。 

ちなみに文部科学省は、「学習指導要領」という形で教育内容の基準を示し、交付税や補助金を出し、「全国学

力・学習状況調査」などで教育の実態や効果を調べ、教育水準を担保する役割を担っていますので、「金」と「情

報」を管理していると言えます。 

「人・金・物・時間・情報」は経営の５大資源と呼ばれます。資源には限りがあり、先生の勤務時間も税金で

賄われていますので、効果的な使い方をしなければなりません。本校が有する経営資源をどう配置することが、

子どもたちがもっともよく伸びるのか、目的に照らしてしっかり考えていきたいと思います。 
 

歩いて登校、よいこといっぱい！健康増進、体力向上、ふれあい、集中力アップ。登校時間は7:45～8:10です。 

月 
刊 

美幌小 

学校だより かしわの葉 ４ 
 
2022/4/25 〒092-0062網走郡美幌町西２条北４丁目１番地 TEL 0152-73-2019 受付時間 7:40～17:00(通常時) 

《自己紹介》 
氏名 橋本 雄一郎（54歳） 
出身 東京都（実家 千葉市） 
家族 妻・長男(社会人)・長女

(大２)・次女(大１)  
趣味 読書・鉄道旅行 
略歴 大空町立女満別小学校

を振り出しにオホーツク
管内で教諭３校 20 年、
教頭２校５年務めた後、
紋別市立南丘小学校長
３年、日高教育局義務
教育指導監２年、現在
に至る。 

モットー 
 「まちづくりはひとづくり 教育
は未来への希望」～子どもと地
域の未来を拓く教育の創造に
努めます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★生活目標★ 
 

◆チャイムを守って行動しよう。 

◆廊下を静かに歩こう。 

 

日 曜 学校行事 

1 日  

2 月 校舎内外点検  研修日 

3 火 憲法記念日 

4 水 みどりの日 

5 木 こどもの日 

6 金 
職員会議  児童総会リハーサル 

ことば親の会総会 

7 土  

8 日  

9 月 
学力検査【国語】（２～６年） 

保護者面談予備日 

10 火 
尿検査（１次）  前期児童総会 

保護者面談予備日 

11 水 ことば定例職員会議 

12 木 
学力検査【算数】（２～６年） 

スクールカウンセラー来校 

13 金 
学年･学級経営交流会（午前授業） 

代表委員会  サポート会議① 

14 土   

15 日   

16 月 校外清掃週間（～２０日） 

17 火 児童会活動日柏参観日 

18 水  

19 木 避難訓練 

20 金 研修日 

21 土   

22 日   

23 月 運動会特別時間割開始 

24 火 
内科検診（４年） 

スクールカウンセラー来校 

25 水 内科検診（５年） 

26 木 
内科検診（６年） 

服務規律研修 

27 金  

28 土  

29 日  

30 月  

31 火  

 

 
この４月に６名が美幌小学校の教職員として加

わりました。４４名の教職員が力を合わせて、「自

立する柏っ子」の育成を目指します。今後ともご

支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

校長 橋本雄一郎（北海道教育庁日高教育局から） 

主幹教諭 今野裕章（北見市立緑小学校から昇任） 

教諭 須藤清峰（佐呂間町立佐呂間小学校から） 

教諭 阿部明子（網走市立中央小学校から） 

教諭 佐藤朋弥（遠軽町立遠軽小学校から） 

教育支援員  小野里恵（町採用職員） 

 

 
 

学校の電話は、“１７時以降”自動音声による 

メッセージでの対応となります。 
 

《１７時以降の緊急連絡先》 

教育委員会学校教育担当（77-6557） 

 
美幌町では、昨年度から小学校にもスクールカ

ウンセラーが、月２回ほど来ています。カウンセラ

ーの先生は、佐野久美子（さの くみこ）先生で

す。子どもだけではなく、保護者の皆様も利用す

ることができます。保護者の方が利用する場合に

は、事前に学校（７３－２０１９）の教頭（尾中）まで連

絡をお願いします。 
 

《５月の来校予定》 

①５月１２日（木）１２：３０～１７：３０ 

②５月２４日（火）１２：３０～１７：３０ 

 

《カウンセリングの場所》 

 ・１階 会議室（１年生教室奥）

 
 

４月２２日（金）と２５日（月）の中休みに、金管バン

ドによるミニミニコンサートが行われました。感染

対策のため、中庭で行った演奏を教室や廊下の窓

越しに鑑賞する形での実施でしたが、美しい音色

に引き寄せられ、たくさんの子どもたちが演奏を

聴いていました。２６日からは、休み時間を利用し、

希望者を対象にした体験会も予定されています。 

 


